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 ジエン─鉄錯体は、ジエン部位の保護基としてや、反応において立体的な影響をもたらすこと

が知られている。しかしながら、ジエン─鉄錯体のジエン部位を直接反応に利用した例はほとん

ど知られていない。演者らは２位にリン官能基を有するジエン─鉄錯体に対し、LDA などの塩基

を作用させることで、３位がリチオ化できることを見出している。 
本発表では、鉄に配位することのできるリン配位子を加えることで３位への鉄上のカルボニル

の挿入反応が進行することを見出したので報告する。また、引き続き求電子剤との反応も併せて

報告する。 
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Table

Entry H+ (equiv)
Yield (%)

2 3

1 H2O (excess) 26 57
2 TfOH (5.0) 83 trace
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